
令和5年

９月30日(土)
14：30～17：00

定員：50名

ブルーカーボンは、地球温暖化対策のCO2吸収源として、世界的に注目されてい

ます。本プロジェクトでは、カーボンニュートラルを目指して、干潟造成による生

物の生息環境回復への取り組みを行っています。さらに、真っ白な砂浜造成による

地域活性化についてもご紹介します。現地でカキ殻の鋤き込み作業も体験できます。

〆切
9月15日

会 場
東広島市安芸津生涯学習センター（東広島市安芸津町三津5556-1）

講 演
講師：広島大学名誉教授 山本民次氏（プロジェクト実施者）

見学会の内容

14:00 受付開始（東広島市安芸津生涯学習センター)研修室303・304
14:30-15:30 講演

各自が車で移動（所要時間5分）
15:45-16:45 現地へ移動して作業（干潮時間16：30）
17:00 現地解散

参加費 無料
ＣＰＤ 対象（2時間）
主 催 応用生態工学会 普及・連携委員会（広島）

申し込み URL：https://forms.office.com/r/yJGNG0cw7C
★講演会場から現地までの移動に、送迎が必要な方は、申込時に記載してください。
★天候による中止連絡は、前日12：00頃メールで行います。
締切り 令和5年9月15日（金）（定員になり次第締切ります。）

問い合わせ先
応用生態工学会 普及・連携委員会（広島）事務局（担当：吉津）
〒730-0831 広島市中区江波西１丁目２５－５
TEL：082-292-5485 E-mail：yuuko.yoshizu@aratani.co.jp

現地：東広島市安芸津町風早3245-44（安芸津浄化センター前）

「カキ殻の有効利用と炭素収支」

【持ってくるもの】

飲み物・タオル・帽子・

長靴・ショベル(お持

ちの方）


